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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 歴史史料 、近 代文化遺 産 として映 像 を収集 ・保 存 し、公 開 する取 り組 みを行 っている映 像 アーカイヴ。日 本 に

おける映像保存の歴史的 、思想的変遷 をたどりながら、映 像 アーカイヴは現代社会 においてどのような文 化装置

として位置付けることができるのか。本 研究は、映 像 とわれわれの日常社会 との関わりを映 像表現の分析 によって

ではなく、映像の存在に焦点をあて考察することを目的 としている。本年度は、立教 SFR の補助 を受け、日本にお

ける映 像 アーカイヴの現状 を把握するため、地 方 の公営 による映 像 アーカイヴを訪 問 し、運 営 に携 わる職 員 に聞

き取 り調査 を行 った。調 査 内容は１）設立の背景・経緯 ２）運営組織 ３）施設概要 ４）収集・保存概要 ５）公開状況 ６）他の公共文化施

設や商業施設との関係 ７）今後の事業展開８）日本の映像アーカイヴ全体に関する所感、である。調査の際は、映像アーカイヴの歴史が、博

物館、図書館の歴史と重なる部分も多いことから、他の公共文化施設との関わりにも注目した。以上の現状把握を通して、より多角的に文化装置

としての映像アーカイヴの社会的機能を検証・分析することが可能ではないかと考える。本調査の成果をもとに、さらに考察を進め、本年度提出

の修士論文において本研究の全容を発表する予定である。 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔     映像アーカイヴ         〕 〔     映像保存 〕 〔    近代文化遺産 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

■研究主旨  

 現在 、日 本にもいくつかの映像アーカイヴが存在するが、歴 史史料 、近代文化遺産 として映像 を保存 し、公開 す

る取 り組みについてはあまり知 られていない。これまで日本において映像保存はどのように行われてきたのか。本研究

は、博 物館 、美 術館 、図 書館等での映像の扱いも参 照 しながら映 像保存 に関する思 想の変遷 をたどり、映 像 アー

カイヴが現代社会においてどのように位 置付けられるか文化論 的 に考察することを目的 としている。近年 、映像 アー

カイヴについては、経 営学的な視点 に基づくセミナー等 が行われたり、論 考 等 が発表 されたりもしているが、そもそも

映像保存 を日本において行 うということがいかなる意味 を持つのか、という本質的な問題がなおざりにされてはいない

だろうか。運 営 システムや事業 の採算 についての議論はもちろん重要であるが、そうした議 論 のみが先行 し、映 像 保

存の理念に関 しての議論が深まらないことには少 なからず疑問を感 じる。歴史的パースペクティヴのもと映像アーカイ

ヴの存在 を位置付け直すことも必要ではないだろうか。映像 アーカイヴが単体で完結 している施設 と、博物館 、美術

館 、図 書館等 の一組織 と存 在 しているものがあるが、こうした状 況は何 を意味するのか。本 研究ではこうした問 題 に

ついて考察を深めていくために、まず現状把握 として国内の映像アーカイヴを訪れ、見学 ・調査することを計画 した。

調査の内容は以下の「研究内容 」のとおりである。  

 

■  研究内容  

１）  文献調査  

 まず、本 研究 を進 めるにあたって必 要 となる基 礎 資 料 として、映 像 アーカイヴに関係する領 域 の文 献調 査 を行 っ

た。具 体 的 には、博 物館 学 、図 書館 学 、文 化行政 、文 化経済 学等 の文献 と映 像史 に関する文 献 をあたり、映 像

保存 に関する文 献 については、国 内 ではまだ本格 的 な学術研究 が進 められていないことから、アーキヴィストによっ

て書 かれた論文および報 告書等 を参照 した。映 像 アーカイヴが国内 に作 られる以 前 についてはフィルム・ライブラリ

ー助成協議会 （現 、川喜多記念文化財団 ）の資料にあたるなどした。  

２）  映像アーカイヴ訪問調査  

 日本の映像保存施設がどういった理念 ・計画に基づいて建設 され、今現在 どのような活動が行われているのか。こ

れらを文献資料のみから知 るには限界があることから、地方のアーカイヴを中心に施設を見学 し、運営に携わる職員

に聞 き取 り調 査 を行 った。施 設 訪問 の際は、近 辺 の文化施設 も訪 れ、映 像 アーカイヴがそれぞれの都市空間 にお

いて他 の文 化施 設 とどのような関 係 にあり、どのような役 割 を担 っているのかといった位 置 付 けを探 るよう努 力 した。

本研究調査では映像アーカイヴをより多角的に検証するために、調査対象 を映像アーカイヴに限定せず類似施設

も訪問 し調査 を行っている。以下 、本研究調査で訪れた主な施設の一覧である。  

 

・京 都府京都文化博物館  映像部門 （京都府京都市 ）  

・神 戸 ファッション美術館 （兵庫県神戸市 ）  

・福 岡市総合図書館  映像資料課 （福岡県福岡市 ）  

・財 団法人  松竹大谷映画資料図書館 （東京都中央区 ）  

・財 団法人  広島市文化財団  広島市映像文化 ライブラリー（広 島県広島市 ）  

・せんだいメディアテーク（青 森県仙台市 ）  

・山 形 ドキュメンタリーフィルムライブラリー（山 形県山形市 ）  

 

 

（上 記以外 にも、各施 設の近隣の博物館 、美術館 、歴史史料館 、アートセンターなども調査 しているが、ここでは主

要な調査施設のみを挙げ他は省略 している。）  
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研究成果の概要 つづき  

 

■ 調査項目 

 施設調査では、次の項目について聞き取り調査を行った。 

 

① 設立の背景・経緯 ②運営組織 ③施設概要 ④収集・保存概要 ⑤公開状況 ⑥他の文化施設や商業施設との関係 

 ⑦今後の事業展開 ⑧日本の映像アーカイヴ全体に関する所感 

 

 ①設立の背景…地方の映像アーカイヴの存在意義それ自体に関わるのが設立 までの経緯である。設立以前に

どのような人々によって何 を理想 としてアーカイヴが作 られたのか聞 き取 りを行 った。②運 営組織…現在 の資格取

得制 度には内容 的 に問 題 があると考 えているが、少 なくともミュージアムには学芸 員 が、図 書 館 には司 書 が存在

し、それぞれ学問 として研 究が積み重ねられてきた。映像 アーカイヴで働 く人々を総称 してアーキヴィストと呼 ぶこと

ができるが、現 在 の日本 にはアーキヴィスト養 成 に必 要 な知識 、技 術 を蓄積 し、それを広 く伝 える場 はほとんど存

在 しない。そうした中 で、事 業運営 がどのようなスタッフによって行われ、どう組 織 されているのか。委 託 スタッフやボ

ランティアスタッフ、人 材 養 成 の問 題 も含 め聞 き取 りを行 った。③施 設概 要…映像 アーカイヴと一 口 にいっても規

模や設備は様々である。先 の設立の背景 、理念 と共に実際 の設備 、利用状況 、機材のメンテナンス等についても

聞 き取 りを行 った。④収 集 ・保存 概要…何 を収集 し、どのような形 態で保存するのか。収集方針の決定 の過程や

予算 、データベース作成 について聞 き取 りを行 った。⑤公 開状況…保管 されている映 像すべてが公開 されるわけ

ではない。どういった形態 （劇場 ホール、ミニシアター、ビデオブース等 ）で、どのような企画が立てられ、どのくらいの

頻度で公開がなされているか。また、映 像 の館外貸 し出 しや、個 々人 による視 聴 の依頼についてどう対 応 している

か、映 像 の公 開 にまつわる権 利処理 についても聞 き取 りを行 った。⑥他 の文化 施設 との関係…運営上 、連 携関

係 にあるのかどうか。差 別 化 を意識 しているかどうか。また、地 域 の映画館 といった商 業施設 との調整 がどのように

なされているか聞 き取 りを行 った。⑦今 後 の事 業 展 開…今後 どのような方 針 のもとに事 業 を展開 する予 定 か聞 き

取 りを行 った。⑧日 本の映像アーカイヴ全 体 に関する所 感…日本 の映像 アーカイヴ全 体 の現状 をどのように捉 え

られているかについて聞 き取 りを行 った。  

 

■  調査結果  

施設 の規 模や職員 数 等 が大 きく異 なるなど、国 内 の映 像 アーカイヴを一 概 に比 較することができない（また紙

幅の都合上全てを列挙 、詳述することができない）が、今回の調査結果を簡単にまとめると以下のようになる。  

・財 政難による収集費削減によって収集方針の見直 しが必要 となってきている。  

・運 営母体が地方自治体の場合 、管理職の移動サイクルが早いため、組織内で統一 したアーカイヴの理念 、活動

について理解を得 るのに時間がかかる、もしくは困難 。  

・映 画館等の商業活動 を阻害することがないよう、直 接興行組合 との調整 を行いながら上映企画が立てられている

施設 もある。  

・フィルムのメインテナンスには、フィルム現像会社 を退職 した技術者 を顧問 として迎 える例が多い。  

・映 像 専用 の保 管 庫が なく 、 他の 史料 と 共に 保管 さ れて いる た め適 切な 温 度・ 湿度 で 管理 する こ と

ができないか、専用の保管庫であっても映像に適した温度設定が設備上行えないところがある。  

・  フイルム・ライブラリー（教 育用の視聴覚機器 、フィルム等の貸 し出 しを行 う）の機能 を引 き受けつつ事業を展開 し

ている映像アーカイヴも存在する。  

・  映像アーカイヴの理念についての理解 を広めていく必要性を感 じているアーキヴィストが多い。  

・ 人手不足によって手をつけられない作業が多いのが現状。 

 

以上の調査をふまえ、歴史的なパースペクティヴのもと考察を進め、2005年1月提出予定の修士論文において本研究の全容を発表する予定で

ある。 

※  この（様式２）に記入の成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等

を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場

合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版者、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

 ①立教大学文学研究科比較文明学専攻紀要 （投稿予定 ）  

  ④修士論文 （2005 年 1 月提出予定 ） 

 


